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ア
ン
ケ
ー
ト
記
載
の
意
見（
一
部
抜
粋
）

議
会
報
告
会

　
市
民
の
意
見
を
聞
く
会
に
つ
い
て

●�

ろ
う
あ
者
の
方
も
参
加
で
き
る
よ
う

に
手
話
通
訳
を
つ
け
る
。

●�

傍
聴
者
︵
参
加
者
︶
に
も
テ
ー
ブ
ル

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●�

議
員
さ
ん
が
座
っ
た
ま
ま
で
話
を
し

て
い
る
の
で
誰
が
話
し
て
い
る
の
か

分
か
り
に
く
い
。

●�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
の
報
告
に
つ
い

て
、
内
容
説
明
の
資
料
が
少
な
い
。

●�

当
初
説
明
さ
れ
た
時
間
よ
り
長
か
っ

た
。

●�

報
告
会
は
大
切
な
こ
と
か
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

常
時
、
市
民
目
線
で
の
言
動
、
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

宣
伝
不
足
。
議
員
の
日
常
活
動
が
見

え
な
い
。
庶
民
の
日
常
生
活
と
結
び

つ
い
た
政
治
と
は
言
え
な
い
。
執
行

部
主
導
の
行
政
で
は
市
民
の
要
求
は

く
み
取
れ
な
い
。

●�

秩
父
お
も
て
な
し
テ
レ
ビ
を
利
用
す

る
と
か
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
れ
ば
。

●�

紙
ベ
ー
ス
の
資
料
︵
本
日
の
報
告
内

容
︶
も
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。

●�

地
域
の
声
が
直
接
聞
か
れ
て
良
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
点

を
活
か
し
て
、
議
会
を
推
進
し
て
ほ

し
い
。

●�
車
い
す
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
段

差
を
少
な
く
し
て
ほ
し
い
。

●�

議
員
の
果
た
す
役
割
。
具
体
的
な
魅

力
が
あ
り
、
全
体
に
影
響
を
す
る
施

策
を
。

●�

報
告
会
の
案
内
は
丁
寧
に
行
う
。

●�

英
語
や
手
話
も
行
え
る
よ
う
に
す
る
。
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第８回議会報告会・市民の意見を聞く会を
開催しました

　11月8日(金)「第８回議会報告会・市民の意見を聞く会」
を３会場で開催しました。参加いただきました皆様には、
貴重なご意見をありがとうございました。いただきました
ご意見やご提言は、議会運営等に反映させてまいります。
　各会場における実施報告書等は、秩父市議会のホーム
ページから閲覧いただくか、議会事務局までお問い合わせ
ください。
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行
政
に
対
す
る
問
合
せ
、

意
見
、要
望
、回
答
の
要
旨

総
務
委
員
会

問　
高
校
生
が
通
学
す
る
た
め
に
定
期

券
を
購
入
し
て
い
る
が
、
補
助
額
が
少

な
い
の
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
で
は
、

学
校
に
通
わ
せ
る
の
に
親
の
負
担
が
大

き
い
。

答　
本
事
業
は
、
平
成
29
年
・
30
年
度

の
２
か
年
に
限
り
実
証
実
験
事
業
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
補
助
額
を
年
６
千
円
か
ら
５
千

円
に
減
額
し
て
、
令
和
２
年
度
ま
で
２

か
年
延
長
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。︵
市
民
生
活
課
︶

　
問　
台
風
19
号
で
警
戒
レ
ベ
ル
５
に
な

り
、
影
森
地
区
で
は
避
難
所
が
中
心
地

の
小
学
校
、
あ
と
一
か
所
ス
ポ
ー
ツ
健

康
セ
ン
タ
ー
が
避
難
所
と
し
て
あ
る
が
、

も
う
何
か
所
か
、
避
難
所
が
開
設
で
き

な
い
か
。

答　
影
森
地
区
で
は
影
森
小
学
校
を
避

難
所
と
し
て
開
設
し
た
の
を
は
じ
め
、

市
内
全
域
で
19
か
所
の
自
主
避
難
所
お

よ
び
避
難
所
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

避
難
所
開
設
に
あ
た
る
職
員
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
安
全
や
健
康
に
配
慮
し
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
交
代
勤
務
に

よ
り
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

当
初
か
ら
避
難
所
を
増
や
し
て
開
設
す

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
す
が
、
被
害

状
況
や
避
難
者
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

新
た
な
避
難
所
の
開
設
も
検
討
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
す

る
際
に
は
、
影
森
地
区
に
限
ら
ず
、
近

隣
地
区
の
避
難
所
へ
の
避
難
も
ご
検
討

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
各
地
域
で
主
体

的
に
集
会
所
や
公
会
堂
等
を
避
難
所
と

し
て
利
用
で
き
な
い
か
ご
協
議
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

︵
危
機
管
理
課
︶

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。
資
源
の
無
駄
を
な
く

し
て
ほ
し
い
。

答　
現
在
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
可
燃

ご
み
と
し
て
回
収
し
、
焼
却
処
理
を
行

い
、
そ
の
熱
で
発
電
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
み
を
有
効
な
資
源
︵
燃
料
︶
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

発
電
し
た
電
力
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
電
力
と
し
て
使
用
す
る
ほ
か
、
秩
父

地
域
の
新
電
力
と
し
て
売
電
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。︵
生
活
衛
生
課
︶

問　
外
国
人
観
光
客
に
対
応
す
る
た
め

に
、
簡
単
な
英
会
話
教
室
な
ど
を
企
画

で
き
な
い
か
。

答　
中
央
公
民
館
で
は
講
座
・
ク
ラ
ブ

活
動
の
一
つ
と
し
て
毎
週
金
曜
日
に
英

会
話
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講

申
し
込
み
は
市
報
２
月
号
に
詳
細
が
掲

載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。︵
観

光
課
︶

問　
大
滝
地
域
で
は
鳥
獣
被
害
が
多
い
。

各
地
区
に
、
エ
ア
ー
ガ
ン
を
支
給
し
て

ほ
し
い
。

答　
大
滝
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
安
全

で
効
果
的
な
鳥
獣
被
害
の
軽
減
策
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
と
と
も
に
研
究
、
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

︵
大
滝
総
合
支
所
地
域
振
興
課
︶

文
教
福
祉
委
員
会

問　
市
立
病
院
に
産
婦
人
科
を
設
置
す

る
と
い
う
こ
と
が
、
市
長
の
公
約
だ
っ

た
は
ず
。
現
在
の
産
婦
人
科
の
環
境
で

は
若
者
は
秩
父
に
住
め
な
い
。

　
ま
た
、
毎
日
の
よ
う
に
救
急
車
で
秩

父
地
域
外
に
搬
送
さ
れ
て
い
る
光
景
を

目
に
し
て
い
る
。
市
立
病
院
の
充
実
が

必
要
。

答　
産
科
診
療
所
は
月
あ
た
り
30
件
以

上
の
分
娩
数
が
な
い
と
経
営
的
に
厳
し

い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
秩
父
郡

市
内
唯
一
の
市
内
の
産
科
診
療
所
で
の

取
り
扱
い
分
娩
数
は
、
平
成
29
年
度
が

月
あ
た
り
約
42
件
、
平
成
30
年
度
が
月

あ
た
り
約
39
件
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

は
さ
ら
に
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
の

組
織
で
あ
る
「
ち
ち
ぶ
医
療
協
議
会
」

事
業
と
し
て
、
市
内
産
科
診
療
所
の
産

科
医
師
お
よ
び
助
産
師
を
確
保
す
る
た

め
、
埼
玉
医
大
の
病
院
か
ら
週
３
回
産

科
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

ほ
か
、
市
立
病
院
か
ら
も
助
産
師
を
派

遣
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
リ
ス
ク
の

あ
る
出
産
と
な
る
場
合
で
も
連
携
の
あ

る
埼
玉
医
大
の
病
院
に
受
け
入
れ
て
も

ら
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
安
心
し
て
出
産
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
市
内
の
産
科
診
療
所
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、
救
急
医
療
や
高
度

医
療
な
ど
地
域
に
必
要
な
医
療
の
提
供

を
行
う
た
め
に
、
医
師
・
医
療
ス
タ
ッ

フ
等
の
確
保
、
医
療
機
器
や
施
設
の
整

備
、
大
学
病
院
や
地
域
の
医
療
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
脳

血
管
疾
患
や
心
臓
疾
患
な
ど
の
超
急
性

期
の
疾
患
に
は
、
圏
域
外
の
高
次
医
療

機
関
に
そ
の
対
応
を
お
願
い
し
、
そ
の

後
は
、
地
域
医
療
連
携
に
よ
り
状
態
に

応
じ
た
機
能
の
病
院
で
療
養
し
て
い
た

だ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。︵
地

域
医
療
対
策
課
、
市
立
病
院
︶

問　
少
な
く
と
も
人
口
は
現
状
維
持
を

目
指
す
べ
き
で
、
学
校
が
こ
れ
以
上

減
っ
た
ら
、
更
に
人
口
減
少
が
進
む
の

で
は
と
思
う
。
地
域
の
学
校
に
行
く
よ

う
に
促
す
動
き
が
必
要
で
は
。
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
担
う
の
は
、
現

在
の
小
中
学
生
で
あ
り
、
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
て
る
と
い
う
考
え
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　
秩
父
市
の
基
本
的
な
考
え
と
し
て
、

秩
父
市
立
の
小
中
学
校
は
で
き
る
だ
け

現
状
を
残
し
、
統
廃
合
は
し
な
い
方
向

で
校
舎
の
長
期
的
な
改
修
計
画
を
策
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
小
中

学
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
を
導
入
し
、
各

校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
校
運
営
協
議

会
で
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
中
学
生
の
進
路
先
と
な

る
秩
父
地
域
４
高
校
の
存
続
に
向
け
て
、

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
構
想
の
枠
の
中
で
、

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
の
た
め
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

︵
教
育
総
務
課
、
学
校
教
育
課
︶
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会派ごとの賛否
清
流
９
人

サ
ン
３
人

共
産
３
人

公
明
２
人

無会派

議案の件名 議決結果 清
野
金
崎

専
決 一般会計補正予算（第５回） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他
辺地に係る総合整備計画を定めることについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

指
定
管
理
者
の
指
定

温水プール 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

文化体育センター 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

影森デイサービスセンター 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高篠デイサービスセンター 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

上吉田デイサービスセンター 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

上吉田高齢者生活支援ハウス吉祥苑 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

養護老人ホーム長寿荘 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別養護老人ホーム偕楽苑 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

秩父勤労者福祉センター 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ちちぶ銘仙館 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

秩父ミューズパークスポーツの森プール 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉田龍勢会館、吉田元気村、吉田山逢の里、城

峯山ふれあいの森、秩父事件資料館
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

みどりの村関連施設 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大滝郷路館、大滝物産品販売センター、大滝温

泉遊湯館、バイシクルモトクロス場
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大滝こまどり荘 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦山歴史民俗資料館 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

条
　
例

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般職職員の給与に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ × ○

会派ごとの賛否
清
流
９
人

サ
ン
３
人

共
産
３
人

公
明
２
人

無会派

議案の件名 議決結果 清
野
金
崎

条
　
例

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部改正
原案可決 ○ ○ ○ ○ × ○

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する

条例の一部改正
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴う

関係条例の整備に関する条例
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

会計年度任用職員の報酬等に関する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ふれあいセンター条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

幼保連携型認定こども園条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立病院等の看護師を目指す看護学生に対する

奨学金の貸付けに関する条例
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

森林環境整備基金条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

一般会計補正予算（第６回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ × ○

国民健康保険特別会計補正予算（第２回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第２回）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立病院事業会計補正予算（第１回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

下水道事業会計補正予算（第２回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

公立・公的病院の再編統合計画に関する意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険制度の改定に反対する意見書 否決 × ○ ○ × × ○

令和元年台風19号等からの復旧・復興に向けた

対策を求める意見書
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の

強化を求める意見書
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

清流：清流クラブ　　サン：サンライズ秩父　　共産：日本共産党秩父市議団
公明：公明党　　無会派：会派に属さない議員　※議長は人数に含まれていない。

○：賛成　×：反対　○ /○：賛成人数／会派人数

12 月定例会で審議した議案の結果
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